
 

11月 12日(金)～13日(土)の日程で6年生の修学旅行を実施いたしました。緊急事態宣言が解除された

とはいえ、まだコロナ禍が収まったわけではないため、今年度も比較的近距離の神戸・姫路方面を訪れまし

た。将来的にコロナ禍が収束すれば、例年のように広島を訪れて平和学習を行いたいと考えております。 

 

 今回の修学旅行では２日間のあいだに、エキスポシティにある VSパーク、神戸製鋼所の灘浜サイエンス

スクエア、姫路城、姫路セントラルパークを訪問しました。この中で特に印象が残っているのは神戸製鋼所

です。甲子園球場 27 個分の面積がある巨大な製鉄所の中で、高温の空気を肌で感じながら、溶けた鋼が圧

延機という機械で細長く伸ばされ、線鉄と呼ばれる素材が作られてゆく様子は、大変興味深いものでした。 

 

 本来なら文字だけではなく、写真もお見せしたいところなのですが、製鉄所内は写真撮影が禁止されてい

るため、写真は全く撮っていません。おそらく工程における機密保持のためでしょうから、致し方ないとこ

ろです。また製鉄所内には専用の鉄道が敷かれており、溶鉱炉から溶け出た鉄を積んだ貨車を牽引してディ

ーゼル機関車が走っていました。鉄道好きの私としては、この機関車の写真も撮影できないというのは誠に

残念でした。（笑） 

 

 それと今回の見学で製鉄の際、溶鉱炉に鉄鉱石・コークス(石炭)・石灰石を入れていることを聞きました。

子どものころ教わった覚えはありますが、今回、鉄を作る際に石炭が必要であるということを改めて認識い

たしました。今月、イギリスで開催された第 26 回国連気候変動枠組み条約締約国会議（COP26）では脱

炭素化社会をめざす上で、日本の石炭火力発電所が問題視されていましたが、製鉄に関する話題はあまり触

れられていなかったように思います。 

 

 それは、鉄は人々が生活していく上で、なくてはならない資材であり、今すぐ鉄の生産量を減らして、炭

素の排出を減らすことなど、日本だけでなく、世界中のどの国も簡単にはできないからだと思います。しか

し問題意識は持つべきであると思いますし、よく調べてみますと、製鉄を行う際に、石炭を使わずに水素を

活用する製鉄方法も考えられており、研究が進められているようですので、今後積極的に推進していくべき

だと思います。 

 

 自分たちでこの世界を少しでも良くして、次の世代の人たちに引き継ぐ。それを行うために今の自分たち

は何をすればいいのか？ SDGｓの目線を大切にして、子どもたちといっしょに考えたいと思います。 

 

このたび、日本教育公務員弘済会大阪支部(大阪教弘)様より、本校 

にボッチャの用具一式をご寄贈いただきました。 

 ボッチャはパラリンビックの正式種目で、今夏に行われた東京パラ 

リンピックでは、杉村英孝選手が個人戦で金メダルを獲得したことは 

皆様の記憶に新しいと思います。今後、本校での障がい者理解教育の 

推進や、ＰＴＡ行事などに活用してまいりたいと考えております。 
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